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独立行政法人農畜産業振興機構「省 CO2行動ルール」 

 

[令和４年７月１９日付け４農畜機第２３９４号－２] 

 

 

「独立行政法人農畜産業振興機構がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排

出の削減等のため実行すべき措置について定める実施計画」に基づき、具体的

に機構役職員一人一人がとるべき行動について、以下のとおり定める。 

 
 

１ 自動車等の効率利用 

（１）公共交通機関の利用を優先 

・移動は、極力、鉄道、バス等公共交通機関を利用する。 

・公用車又はタクシーの利用は必要最小限とし、その際は、共同利用に一

層努める。 

・タクシーを利用する場合は、低公害車の優先利用を図る。 

（２）自動車等の利用の抑制 

・Ｗｅｂ会議システムの活用やテレワークによる対応も含め、役職員及び

来訪者の自動車利用の抑制・効率化に努める。 

 

２ 電力消費量等の削減 

（１）電力消費量の削減 

ア パソコン 

・昼休みや長時間の離席時等一定時間使用しない時は、モニターを閉じ

確実にスリープモードにする、又は電源を切る。 

イ プリンタ等ＯＡ機器 

・プリンタは帰宅時に確実に電源を切る。 

・シュレッダーなどその他ＯＡ機器は、利用の都度電源を入／切し、待

機電力を削減する。 

ウ 個別空調機 

・定期的に室温を確認の上、夏季は２８度、冬季は１９度を目安に必要

最低限の利用とする。ただし、夏季は室温が２８度以下であっても、

室内湿度が７０％を超える場合は、７０％以下となるよう個別空調を

管理する。 

・クールビズ、ウォームビズを実践する。 
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エ 照明 

・昼休みには業務に支障のない範囲で執務室を消灯する。 

・早朝、残業時においても照明は、必要最小限のものとする。 

・お手洗い、給湯室等、共用設備利用後の消灯を徹底する。 

オ 会議室等 

・常時使用しない場所は、使用後に照明及び冷暖房機器のスイッチを確

実に切る。 

カ 冷蔵庫、ポット等 

・冷蔵庫の開閉は素早く行う。 

・冷蔵庫の中身を整理し、不要なものは廃棄する。 

・冷蔵庫の温度は可能な限り高め（夏は「中」、冬は「弱」）に設定する。 

・電気ポット等は時間を決めて最低限の利用に努める。 

キ 階段利用の促進 

・最寄り階への移動は階段を利用し、エレベーターの利用は極力控える。 

 

（２）水道使用量の削減 

水道の蛇口をこまめに閉め、節水に努める。 

 

（３）用紙類使用量の削減 

・ペーパーレス会議を推進する。 

・やむを得ず用紙を使用する場合は、両面印刷、両面・集約（２in 1）コ

ピーを徹底する。 

・不要となった用紙類（ミスコピー、使用済文書、使用済み封筒等）は、

守秘性の高い文書など適当でない場合を除き、裏面利用等により再利用

する。 

・シュレッダーの使用は秘密文書の廃棄の場合のみに制限する 

・ハンカチを携行し、手拭き用ペーパーの利用は必要最小限とする。 

 

（４）節電管理担当者の設置 

  各部室等に節電管理担当者を設置し、特に以下の取組を各部室等において

徹底するための指導、調整等を行う。 

・昼休みや常時使用しない場所の消灯 

・定期的に室温、湿度を確認の上、個別空調の適正な利用を管理 

・ブラインドの適切な調整 

・冷蔵庫の設定温度の管理、定期的な整理 

・電気ポット等の不使用時の抜線 
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３ 廃棄物の減量 ３Ｒ（Reduce, Reuse, Recycle）＋Renewable 

（１）Reduce 

・マイボトルを持参し、ペットボトルの利用を抑制に努める。 

・食器類、箸、スプーン等を持参し、使い捨て製品利用の抑制に努める。 

・詰め替え可能な製品や、簡易包装の製品を利用する。 

（例）文具類（朱肉、スタンプ、ボールペン、のり等）は、補充液、替

え芯等を利用する。 

・物品は丁寧に扱い、長期使用に努める。 

 

（２）Reuse 

・機密情報に留意の上、封筒の再利用や裏紙の再利用を図る。 

 

（３）Recycle 

・ごみの分別は、ビル管理会社の分別方針に基づいて適切に実施する。 

 

（４）Renewable 

・再生素材や再生可能資源等を用いた製品を積極的に購入する。 

・グリーン購入法適合製品の調達に努める。 

 

４ その他 

（１）ノー残業デーの午後５時以降は、打合せや会議を行わない。 

（２）可能な限り、脱炭素型ライフスタイル（気候変動への影響を小さくする

持続可能なライフスタイル）への転換に寄与する取組を実践し、生活に関

連して排出される温室効果ガス排出量（カーボンフットプリント）の削減

に努める。 

【例】 ・消費財を長く使う。 

      ・旬の食物や地元の食品を食べる。 

      ・食品ロスをゼロにする。 

      ・マイカー買い替えの際は、電気自動車にする。 

 


